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職
員
定
数
は
組
織
機
構

に
対
し
適
正
か

問　
平
成
28
年
度
と
平
成

29
年
度
現
在
の
職
員
数
は
。

答　
平
成
28
年
度
３
５
１

名
、
平
成
29
年
度
３
４
４

名（
消
防
職
員
52
名
含
む
）。

　

健
全
財
政
５
カ
年
計
画

に
よ
る
効
率
的
行
政
運
営

に
努
め
る
た
め
に
は
、
人

件
費
を
含
め
総
合
的
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
職

員
の
定
員
管
理
計
画
と
一

致
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

問　
退
職
者
が
多
い
中
で

新
採
用
職
員
は
少
な
い
。

現
在
の
組
織
機
構
に
見
合

っ
た
適
正
な
職
員
数
で
あ

る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答　
経
営
改
革
大
綱
で
総

合
的
に
判
断
し
て
計
画
を

進
め
て
い
る
。
条
例
の
総

数
で
は
４
０
０
名
を
上
限

と
し
て
い
る
が
、
各
部
の

職
員
数
配
分
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
課
等

の
意
見
を
勘
案
し
て
行
う
。

問　
職
員
が
提
案
や
結
果

を
出
し
て
い
け
る
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
確
立
す

べ
き
で
は
。

答　
職
員
の
年
齢
層
は
、

若
年
層
が
少
な
い
状
況
に

あ
る
。
来
年
度
予
定
し
て

い
る
機
構
改
革
で
は
、
市

民
の
負
託
に
応
え
、
職
員

の
総
合
力
を
示
せ
る
よ
う

な
機
構
と
時
代
の
要
請
に

合
わ
せ
た
適
正
な
定
数
管

理
に
努
め
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
の
情
報
発
信
を

問　
移
住
者
等
起
業
支
援

拠
点
施
設
整
備
の
効
果
は
。

答　
一
日
市
通
り
の
空
き

店
舗
を
、
起
業
の
志
を
持

っ
た
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
活
動
拠
点
に
改
修

整
備
し
た
。
個
々
で
は
解

決
で
き
な
い
事
案
を
話
し

合
う
場
に
も
な
っ
て
お
り
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
の
悩
み
に
関
し
て
、

新
し
い
視
点
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
実
践
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

効
果
も
上
が
っ
て
い
る
。

問　
協
力
隊
の
﹁
情
報
発

信
﹂も
事
業
目
的
の
ひ
と
つ

で
は
な
か
っ
た
か
。
日
々

の
活
動
が
市
民
に
見
え
て

い
な
い
の
で
は
。

答　
関
係
部
署
で
は
、
月

に
一
度
の
活
動
報
告
で
情

報
を
共
有
し
て
い
る
。
し

か
し
、
市
民
周
知
は
ま
だ

ま
だ
不
足
し
て
い
た
。

問　
住
ん
で
い
る
地
域
で

の
隊
員
個
々
の
活
動
状
況

は
。

答　
地
域
の
集
ま
り
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。今

後
も
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ

ー
の
運
営
状
況
は

問　
監
査
結
果
報
告
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
全
体
的
動
向
と
し
て

利
用
者
の
減
少
、
売
上
げ

が
減
収
す
る
中
で
頑
張
っ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
平
成
24
年
度
以
降
、

宿
泊
者
数
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。
昨
年

は
岩
手
国
体
も
あ
り
な
が

ら
売
上
げ
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

原
因
は
何
か
。

答　
震
災
前
の
平
成
22
年

度
と
比
較
し
て
も
宿
泊
者

数
は
維
持
し
て
い
る
。
稼

働
率
も
70
％
台
を
確
保
し
、

宿
泊
部
門
は
頑
張
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
全
体
と
し

て
の
決
算
は
６
０
０
万
円

程
の
赤
字
と
な
っ
た
。
原

因
は
、
宴
会
部
門
の
婚
礼

が
か
な
り
の
落
ち
込
み
で

あ
る
。
市
外
の
施
設
を
利

用
す
る
市
民
が
多
く
、
な

か
な
か
こ
の
流
れ
を
止
め

る
こ
と
は
難
し
い
。

問　
遠
野
な
ら
で
は
の
企

画
等
、
工
夫
し
た
取
り
組

み
が
出
来
な
い
か
。

答　
ホ
テ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
で
工
夫
で
き
る
部
分
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
多
く

の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
な
が

ら
、
経
営
改
善
に
努
め
て

い
く
。

︹
視
察
日
︺

　

平
成
29
年

 

６
月
28
日
～
29
日

︹
視
察
研
修
先
︺

　

兵
庫
県
福
崎
町

　

香
川
県
高
松
市

︹
参
加
議
員
︺

　

菊
池
充

　

多
田
勉

　

照
井
文
雄

　

荒
川
栄
悦

　

多
田
誠
一

︹
同
行
職
員
︺

　

商
工
観
光
課
長

　

荒
井
明
広

■
柳
田
國
男
の
生
誕
地
で

河
童
が
観
光
振
興
に
一
役

　

柳
田
國
男
生
誕
の
地
福

崎
町
の
、
辻
川
山
の
学
問

成
就
の
道
に
は
、
柳
田
を

含
む
松
岡
家
５
兄
弟
の
石

像
を
設
置
。
５
兄
弟
が
如

何
に
英
才
で
あ
っ
た
か
を

知
っ
た
。
ま
た
、
隣
接
す

る
辻
川
山
公
園
に
は
、
柳

田
の
著
書
か
ら
想
を
得
た

河
童
の
河
次
郎
が
池
か
ら

出
て
来
て
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
。
こ
の
企

画
立
案
は
役
場
職
員
の
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
に
よ
る
も

の
で
、
福
崎
町
な
ら
で
は

の
資
源
を
生
か
し
た
観
光

振
興
を
担
っ
て
い
る
。

■
先
駆
的｢

も
ち
む
ぎ
」栽

培
で
六
次
産
業
化
を
推
進

　

昭
和
58
年
に
「
も
ち
む

ぎ
」
の
栽
培
に
よ
る
特
産

品
づ
く
り
に
着
手
。
特
産

館｢

も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
」

オ
ー
プ
ン
や｢

も
ち
む
ぎ

麺
、
精
麦
、
も
ち
む
ぎ
茶
」

が
兵
庫
県
認
証
食
品
の
取

得
な
ど
、
も
ち
む
ぎ
の
先

駆
的
産
地
と
し
て
の
地
位

を
築
く
。
農
地
の
総
面
積

は
７
３
０
ha
の
内
、
麦
は

80 

ha
。
農
家
２
戸
、
４
営

農
組
織
で
生
産
、
３
加
工

グ
ル
ー
プ
が
活
動
。
収
穫

量
の
目
標
は
10
ａ
当
た
り

３
０
０
㎏
、
29
年
産
の
収

穫
量
は
１
０
０
ｔ
の
豊

作
。
し
か
し
、
乾
燥
調
整

等
の
経
費
で
採
算
割
れ
の

状
況
で
、
町
の
交
付
金
や

加
算
金
を
合
わ
せ
、
生
産

が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
町

は
課
題
解
決
に
向
け
て
次

の
手
段
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
生
産
者
も
そ
れ
に
応

え
て
い
る
と
実
感
し
た
。

■
１
０
０
年
を
見
据
え
た

土
地
信
託
方
式
に
よ
る
商

店
街
再
開
発

　

バ
ブ
ル
期
の
地
価
高
騰

に
よ
る
住
居
の
郊
外
へ
の

移
転
で
高
松
市
の
中
心
部

が
空
洞
化
。
こ
う
し
た
流

れ
へ
の
対
策
に
成
功
し
た

の
が
高
松
市
「
丸
亀
商
店

街
振
興
組
合
」。
所
有
者

が
手
放
さ
な
い
土
地
を
活

用
し
、
収
益
を
生
み
出
す

手
段
と
し
て｢

所
有
」と｢

利
用
」の
分
離
が
必
要
で
、

住
み
続
け
な
が
ら
利
用
す

る
「
60
年
の
定
期
借
地
権

方
式
」
に
切
り
替
え
て
成

功
し
た
。

　

４
０
０
年

以
上
の
歴
史

あ
る
商
店

街
。
再
開
発

に
よ
る
整
備

で
は
、広
場
、

飲
食
店
、時

代
に
合
っ
た

店
舗
、医
療

福
祉
施
設

と
、
区
域
に

よ
っ
て
施
設

を
分
類
。
上

層
階
の
居
住

空
間
に
は
高

齢
者
が
多
く
住
み
、中
層

階
の
診
療
所
、高
齢
者
福

祉
施
設
の
整
備
で
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
。

　

最
後
に
古
川
理
事
長
が

ま
と
め
た
言
葉
が
、「
後

に
続
く
子
や
孫
に
、
僕
た

ち
は
こ
の
街
に
何
を
残
し

て
や
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、

向
こ
う
１
０
０
年
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
僕
た

ち
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い･･･

。」

観
光
施
策
と「
も
ち
む
ぎ
」振
興

定
期
借
地
に
よ
る
商
店
街
再
開
発 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

丸亀商店街で理事長から説明を受ける

学問成就の道の柳田國男像

決　

  

算

特
別
委
員
会

　
決
算
特
別
委
員
会
︵
議
長
及
び
監
査
委
員
瀧
本
孝
一
議
員

を
除
く
15
人
の
議
員
で
構
成
、
委
員
長
多
田
誠
一
議
員
、
副

委
員
長
菊
池
充
議
員
︶
は
、
決
算
等
９
件
に
つ
い
て
付
託
を

受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
事
業
後
の
成
果
等
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
９
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

遠野まつりに参加する地域おこし協力隊員

視 察 報 告決算特別委員会


